
別記様式 

令和６年度学校評価報告書 

                                        令和７年３月１７日 

 北海道教育委員会教育長 様 

                        北海道苫小牧総合経済高等学校長 池 田   隆 印 

 次のとおり令和６年度の学校評価について報告します。 

１ 本年度の重点目標 

楽しいと思える学校づくり～高校３年間でしか経験できない教育活動の充実～ 

 

２ 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策 

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果 

学習指導 

・各教科の指導内容・ねらいを明確化し、目標に応じた指導

に取り組んだ。 

・習得した知識等は、シラバスで示した目標に照らし十分で

あり、生徒の内発的動機付けに工夫を凝らした授業と学習

評価への取組を実践した。 

・課題の設定、整理分析、まとめなどの学習活動を実践に取

り組んだ。 

・学校の特色を生かした学習活動が行われている。 

・引き続き、地域の教育力を活かしていただきたい。 

改善方策 ・更に生徒の内発的動機付けに工夫を凝らした授業と学習評価となるよう校内研修の機会を設け、研鑽を図る。 

生徒指導 

・適切な目標設定のサポートや自己決定の機会の提供、結

果に対する責任の取り方等への指導に取り組んだ。 

・未然防止、早期発見に向け、生徒情報の把握、提供、共

有に取り組んだ。 

・授業をはじめ、特別活動や部活動等をとおして、積極的に

生徒に声掛けに取り組んだ。 

・生徒の不安やできないところについて、改善してほしい。 

 

改善方策 ・教職員の共通理解、共通実践による全職員が統一した指導方針に基づいた生徒指導の充実を図る。 

進路指導 

・生涯に渡って学ぶ意欲や働く意味について理解を深める

教育活動の実践に取り組んだ。 

・授業や面談等を通して適性を見極め、多様な進路情報の

提供とアドバイスに取り組んだ。 

・進路指導部、家庭や関係団体等との連携を深めながら組織

的な進路指導を実現に取り組んだ。 

・今後の人生のキャリアにおいても大切な時期である。家庭

や関係団体等との連携を更に深めながら組織的な進路指

導の充実に努めてほしい。 

 

改善方策 
・進路シラバスに基づき、進路指導部と学年との連携を密にし、３年間を見据えた系統立てたキャリア教育の推進を図る。 

・進路指導部、家庭や関係団体等との連携を深めながら組織的な進路指導の充実を図る。 

健康安全 

教 育 

・生命尊重や健康・安全に対する習慣と態度を高めさせる

指導に取り組んだ。 

・教育相談体制の充実を図りながら、健康意識を高めさせ

る指導に取り組んだ。 

・講演、訓練、特別活動等を通して、意識を高める指導に取

り組んだ。 

・積極的に取り組んでいる。 

改善方策 ・相談室の整備を進めるとともに、日常的な相談体制の充実を図る。 

信頼される

学校づくり 

・共通理解のもと、目標達成に向けた教育活動を実践し

た。 

・学校ウェブや通信等を活用した情報発信及び外部機関と

の連携を実践に取り組んだ。 

・評価から授業や業務等の改善に取り組んだ。 

・地域人材を活用した教育活動が行われている。 

・学校の情報発信について、引き続き進めてほしい。 

 

改善方策 ・生徒の学習内容や活動等の積極的な情報の発信の強化を図る。 

組織運営 
・課題解決に向け職員間での対話量を高めながら、他分掌

等、学校運営に関わる業務内容を理解できている取組を

推進した。 

・個性を活かしながら対話を重視して取り組んでほしい。 

改善方策 
・経営方針等を踏まえ、課題解決に向け職員間での対話の質と量の両方を高めることができるよう校内研修等の充実を図る。   

・各種規程等の積極的な見直しを推進する。 

教職員の 

資質向上 

・服務規律、危機管理を意識し校務に当たった。 

・教職としての知識技能を求め、実践を積み重ねながら教育

活動の充実に生かした。 

・自然災害等への、危機管理意識の向上が求められる。 

・学校への信頼は学習面だけでなく、人格形成に対する期待

も大きいことを意識してほしい。 

 

改善方策 
・緊急時の対応について、マニュアルの再確認、校内研修による知識技術の習得を図る。 

・次年度に向けて、更なる北海道アクションプランに沿った取組の推進を図る。 

公表方法 ・学校Ｗｅｂページでの公表を予定 ・ＰＴＡ会議等での公表を予定 

３ 添付書類 

  ・令和６年度 自己評価書・学校関係者評価書、生徒・保護者アンケート 


